
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
所定温度で供給される温水を熱源とする熱交換器と、空気を吸引して該熱交換器を通過さ
せると共に該熱交換器を通過した空気を浴室内に送風するファンと、該ファンにより吸引
される空気の流入経路中に設けられた浴室温度センサと、前記熱交換器に温水が供給され
た状態で前記ファンを作動させることにより前記熱交換器を通過して加熱された空気を浴
室内に送風し、前記浴室温度センサの検出温度が所定の目標温度と一致するように前記フ
ァンの回転数を制御する暖房運転を実行する暖房制御手段とを備えた浴室暖房装置におい
て、
前記暖房制御手段は、前記暖房運転の実行時に、前記ファンの回転数を前記浴室温度セン
サにより浴室内の温度を検出することができる風量を生じさせる下限回転数まで低下させ
ても前記浴室温度センサの検出温度が前記目標温度を超えるときは、前記ファンを前記下
限回転数よりも低く設定した低速回転数で所定時間作動させ、該所定時間の経過時に前記
ファンを前記下限値以上の回転数で作動させて前記浴室温度センサの検出温度が前記目標
温度以下となったか否かを確認し、前記浴室温度センサの検出温度がまだ前記目標温度を
超えていたときには、前記浴室温度センサの検出温度が前記目標温度以下となるまで、前
記ファンを前記低速回転数で前記所定時間作動させ、該所定時間の経過時に前記ファンを
前記下限値以上の回転数で作動させて前記浴室温度センサの検出温度が前記目標温度以下
となったか否かを確認する処理を繰り返すことを特徴とする浴室暖房装置。
【請求項２】
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所定温度で供給される温水を熱源とする熱交換器と、空気を吸引して該熱交換器を通過さ
せると共に該熱交換器を通過した空気を浴室内に送風するファンと、該ファンにより吸引
される空気の流入経路中に設けられた浴室温度センサと、前記熱交換器に温水が供給され
た状態で前記ファンを作動させることにより前記熱交換器を通過して加熱された空気を浴
室内に送風し、前記浴室温度センサの検出温度が所定の目標温度と一致するように前記フ
ァンの回転数を制御する暖房運転を実行する暖房制御手段とを備えた浴室暖房装置におい
て、
前記暖房制御手段は、前記暖房運転の実行時に、前記ファンの回転数を前記浴室温度セン
サにより浴室内の温度を検出することができる風量を生じさせる下限回転数まで低下させ
ても前記浴室温度センサの検出温度が前記目標温度を超えるときは、前記ファンを前記下
限回転数よりも低く設定した低速回転数で所定時間作動させ、該所定時間の経過時に前記
ファンを前記下限値以上の回転数で作動させて前記浴室温度センサの検出温度が前記目標
温度以下となったか否かを確認し、前記浴室温度センサの検出温度がまだ前記目標温度を
超えていたときには、前記浴室温度センサの検出温度が前記目標温度以下となるまで、前
記ファンの回転数を所定時間ごとに前記低速回転数から次第に低下させ、該所定時間の経
過時に前記ファンを前記下限値以上の回転数で作動させて前記浴室温度センサの検出温度
が前記目標温度以下となったか否かを確認することを特徴とする浴室暖房装置。
【請求項３】
前記暖房制御手段は、前記暖房運転時における前記浴室温度センサの検出温度の上昇度合
が大きい程、前記低速回転数を低く設定することを特徴とする請求項１又は請求項２記載
の浴室暖房装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、温水を熱源として浴室を暖房する浴室暖房装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来より、熱源として所定温度の温水が供給される温水式の熱交換器を備え、該熱交換器
により加熱された空気を温風として浴室内に送風して浴室の暖房を行なう浴室暖房装置が
知られている。
【０００３】
かかる浴室暖房装置においては、使用者が希望する暖房温度を設定するための温度設定ス
イッチが設けられており、暖房運転の開始後、浴室内の温度が該温度設定スイッチにより
設定された目標温度に保たれるように、温調制御が行なわれていた。
【０００４】
そして、浴室内の温度を検出する浴室温度センサは、浴室内の空気を前記熱交換器を経由
して循環させる循環ファンにより浴室内の空気が吸入される経路に設けられるのが一般的
であるが、この場合には、該浴室温度センサにより浴室内の温度を検出するためにはある
程度以上の回転数で送風ファンを回転させて、浴室内の空気を浴室温度センサまで導入可
能な風量を生じさせる必要がある。
【０００５】
そのため、浴室温度センサにより浴室内の温度を検出しながら暖房運転を行なうには、暖
房運転中は、送風ファンの回転数を浴室内の空気を浴室温度センサまで導入するのに必要
な風量を生じさせる下限回転数以上に保つことが要求される。
【０００６】
しかし、浴室暖房装置の暖房能力に対して浴室が狭い場合や、目標温度と外気温との差が
小さい場合には、送風ファンの回転数を前記下限回転数まで低下させても浴室内の温度が
該設定温度を超えてしまう場合があり、この場合には、浴室内の温度を目標温度に保って
暖房することができないという不都合があった。
【０００７】
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【発明が解決しようとする課題】
本発明は、上記不都合を解消し、浴室が狭い場合や目標温度と外気温との差が小さい場合
であっても、浴室内を該目標温度に保って暖房することができる浴室暖房装置を提供する
ことを目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
本発明は上記目的を達成するためになされたものであり、所定温度で供給される温水を熱
源とする熱交換器と、空気を吸引して該熱交換器を通過させると共に該熱交換器を通過し
た空気を浴室内に送風するファンと、該ファンにより吸引される空気の流入経路中に設け
られた浴室温度センサと、前記熱交換器に温水が供給された状態で前記ファンを作動させ
ることにより前記熱交換器を通過して加熱された空気を浴室内に送風し、前記浴室温度セ
ンサの検出温度が所定の目標温度と一致するように前記ファンの回転数を制御する暖房運
転を実行する暖房制御手段とを備えた浴室暖房装置の改良に関する。
【０００９】
そして、本発明の第１の態様は、前記暖房制御手段は、前記暖房運転の実行時に、前記フ
ァンの回転数を前記浴室温度センサにより浴室内の温度を検出することができる風量を生
じさせる下限回転数まで低下させても前記浴室温度センサの検出温度が前記目標温度を超
えるときは、前記ファンを前記下限回転数よりも低く設定した低速回転数で所定時間作動
させ、該所定時間の経過時に前記ファンを前記下限値以上の回転数で作動させて前記浴室
温度センサの検出温度が前記目標温度以下となったか否かを確認し、前記浴室温度センサ
の検出温度がまだ前記目標温度を超えていたときには、前記浴室温度センサの検出温度が
前記目標温度以下となるまで、前記ファンを前記低速回転数で前記所定時間作動させ、該
所定時間の経過時に前記ファンを前記下限値以上の回転数で作動させて前記浴室温度セン
サの検出温度が前記目標温度以下となったか否かを確認する処理を繰り返すことを特徴と
する。
【００１０】
かかる本発明によれば、例えば前記目標温度と外気温との差が小さい場合に、前記暖房運
転の実行時に前記ファンの回転数を前記下限回転数まで低下させても前記浴室温度センサ
の検出温度が前記目標温度を超えるときは、前記暖房制御手段は、前記ファンを前記下限
回転数よりも低く設定した前記低速回転数で回転させる。
【００１１】
これにより、前記浴室暖房装置から浴室内に放出される熱量をさらに減少させて、浴室内
の温度の上昇を抑制することができる。そして、前記暖房制御手段は、前記所定時間前記
ファンを前記低速回転数で回転させた後に前記ファンを前記下限回転数で回転させて前記
浴室温度センサの検出温度が前記目標温度以下となったかを確認する処理を繰り返すこと
によって、浴室内の温度を前記目標温度まで下げることができる。
【００１２】
また、本発明の第２の態様は、前記暖房制御手段は、前記暖房運転の実行時に、前記ファ
ンの回転数を前記浴室温度センサにより浴室内の温度を検出することができる風量を生じ
させる下限回転数まで低下させても前記浴室温度センサの検出温度が前記目標温度を超え
るときは、前記ファンを前記下限回転数よりも低く設定した低速回転数で所定時間作動さ
せ、該所定時間の経過時に前記ファンを前記下限値以上の回転数で作動させて前記浴室温
度センサの検出温度が前記目標温度以下となったか否かを確認し、前記浴室温度センサの
検出温度がまだ前記目標温度を超えていたときには、前記浴室温度センサの検出温度が前
記目標温度以下となるまで、前記ファンの回転数を所定時間ごとに前記低速回転数から次
第に低下させ、該所定時間の経過時に前記ファンを前記下限値以上の回転数で作動させて
前記浴室温度センサの検出温度が前記目標温度以下となったか否かを確認することを特徴
とする。
【００１３】
かかる本発明によれば、前記暖房制御手段は、前記暖房運転において、前記ファンの回転
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数を前記下限回転数まで低下させても前記浴室温度センサの検出温度が前記目標温度を超
えるときは、前記浴室温度センサの検出温度が前記目標温度以下となるまで、前記所定時
間ごとに前記ファンの回転数を前記低速回転数から次第に低下させる。そのため、浴室内
の温度が前記目標温度を超えて上昇を続けることを確実に抑制して、浴室内の温度を前記
目標温度以下まで下げることができる。
【００１４】
なお、前記第１の態様と前記第２の態様における前記低速回転数には、前記ファンを停止
させる回転数０も含まれる。
【００１５】
また、前記第１の態様と前記第２の態様において、前記暖房制御手段は、前記暖房運転時
における前記浴室温度センサの検出温度の上昇度合が大きい程、前記低速回転数を低く設
定することを特徴とする。
【００１６】
かかる本発明において、前記暖房運転時における前記浴室温度センサの検出温度の上昇度
合は、浴室が狭いほど大きくなる。そして、前記暖房制御手段は、前記暖房運転時の前記
浴室温度センサの検出温度の上昇度合が大きい程、すなわち浴室が狭い程、前記低速回転
数を低く設定する。これにより、前記ファンを前記低速回転数で回転させたときに前記浴
室暖房装置から浴室内に供給される熱量を浴室が狭いほど少なくして、浴室内の温度を低
下させる効果を高めることができる。
【００１７】
【発明の実施の形態】
本発明の実施の形態の一例について、図１～図４を参照して説明する。図１は本発明の浴
室暖房装置の設置状態を示した図、図２は図１に示した浴室暖房装置の全体構成図、図３
及び図４は暖房運転時における循環ファンの速数切換えと浴室内の温度の推移を示したグ
ラフである。
【００１８】
図１を参照して、浴室暖房装置１は浴槽２が備えられた浴室３の天井部分に設置され、商
用電源のコンセント４からブレーカ５を介して供給される電力により作動する。また、浴
室暖房装置１は熱源機６と熱源機ケーブル７により通信可能に接続され、熱源機６から浴
室暖房装置１に給湯往き管８ａを介して所定温度の温水が供給され、該温水は給湯戻り管
８ｂを介して熱源機６に戻る。
【００１９】
さらに、浴室暖房装置１には、浴室３を換気するための中間ダクト９が連通し、また、リ
モコンケーブル１０を介して運転モードの設定等を行なうためのリモコン１１が接続され
ている。
【００２０】
次に、図２を参照して、浴室暖房装置１は、浴室暖房装置１の全体的な作動を制御するコ
ントローラ２０（本発明の暖房制御手段の機能を含む）、給湯往き管８ａを介して供給さ
れる温水を熱源として空気を加熱する熱交換器２１、給湯往き管８ａを開閉する熱動弁２
２、吸気口２３から吸入した空気を熱交換器２１で加熱して浴室内に温風として送出する
循環ファン２４（本発明のファンに相当する）、循環ファン２４を作動させるファンモー
タ２５、送出される空気の向きを設定するためのルーパー２６、ルーパー２６を作動させ
るルーパーモータ２７、熱源機６から供給される温水の温度を検出する温水サーミスタ２
８、吸気口２３から吸入される浴室内の空気の温度（＝浴室の温度）を検出する室温サー
ミスタ２９、漏電ブレーカ３０、リモコン用コネクタ３１、熱源機用コネクタ３２、電源
用コネクタ３３、及び中間ダクトファン用コネクタ３４を備える。
【００２１】
また、中間ダクト９の途中箇所には中間ダクトファン４０が設置され、コントローラ２０
は、中間ダクトファン用コネクタ３４と中間ダクトファンケーブル４１を介して中間ダク
トファン４０に制御信号を送信することにより、中間ダクトファン４０の作動／停止を制
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御する。
【００２２】
コントローラ２０は、リモコン１１に備えられた運転モード切替スイッチ（図示しない）
の操作に応じて、以下の表１に示した「暖房」、「涼風」、「乾燥」、「換気」、及び「
凍結防止」の各運転モードで浴室暖房装置１を作動させる。
【００２３】
【表１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００２４】
また、リモコン１１には、循環ファン２４の風量を「強」、「弱」、「微」の３段階で設
定するための風量切替スイッチ（図示しない）と、暖房モードにおける目標温度を「高」
、「中」、「低」の３段階で設定するための温度切替スイッチ（図示しない）が備えられ
ている。そして、コントローラ２０は、該風量切替スイッチと該温度切替スイッチの操作
に応じて、以下の表２に示したように、暖房モードにおいて切換える循環ファン２４の速
数（Ａ，Ｂ，Ｃ）を１～６の６段階で設定する。なお、速数の数字が大きくなるほど循環
ファン２４の回転数が高く設定されている。
【００２５】
【表２】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００２６】
暖房モードにおいて、コントローラ２０は、浴室内の温度を室温サーミスタ２９で検出し
、浴室内の温度がリモコン１１で設定される「高」、「中」、「低」に対応して予め設定
された目標温度に保たれるように、循環ファン２４の速数を切換える暖房運転を行う。以
下、暖房運転におけるコントローラ２０の作動について説明する。
【００２７】
使用者がリモコン１１に備えられた運転モード切替スイッチを「暖房」に設定して、運転
スイッチ（図示しない）をＯＮ操作すると、コントローラ２０は、熱動弁２２を開弁する
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と共に、熱源機ケーブル７を介して作動開始を指示する制御信号を熱源機６に送信する。
【００２８】
これにより、熱源機６が作動し、給湯往き管８ａを介して熱源機６から熱交換器２１に所
定温度（例えば８０℃）の温水の供給が開始される。そして、コントローラ２０は、温水
サーミスタ２８の検出温度が所定レベル以上（例えば４０℃以上）となったときに、循環
ファン２４を作動させて浴室への温風の送出を開始する。
【００２９】
先ず、図３を参照して、コントローラ２０による暖房運転の第１の態様について説明する
。本第１の態様においては、コントローラ２０は循環ファン２４を停止させずに暖房運転
を実行する。そして、暖房運転中に循環ファン２４を停止しないことによって、循環ファ
ン２４の停止時に浴室外からの隙間風や壁からの冷輻射により入浴者が冷風感を感じるこ
とを防止している。
【００３０】
図３の（ａ）は循環ファン２４の速数が切換わる様子を示したグラフであり、縦軸が循環
ファン２４の速数（Ｎ）、横軸が時間（ｔ）に設定されている。また、図３の（ｂ）は浴
室の温度の変化を示したグラフであり、縦軸が浴室の温度（Ｔ）、横軸が時間（ｔ）に設
定されている。なお、（ａ）と（ｂ）の時間軸は共通である。また、（ｂ）のＴｓは上述
した目標温度である。
【００３１】
コントローラ２０は、温水サーミスタ２８の検出温度が所定レベル以上となった時刻ｔ 1 1

で、循環ファン２４を最速の「Ａ速」で回転させて暖房運転を開始して浴室内の温度を急
速に目標温度（Ｔｓ）まで上昇させる。そして、室温サーミスタ２９の検出温度が目標温
度（Ｔｓ）を超えた時刻ｔ 1 2で、コントローラ２０は、循環ファン２４の速数を「Ｂ速」
に下げる。
【００３２】
そして、コントローラ２０は、予め定められた時間（ｔ 1 2～ｔ 1 3）、循環ファン２４を「
Ｂ速」で回転させ、該時間が経過した時刻ｔ 1 3で室温サーミスタ２９の検出温度と目標温
度（Ｔａ）を比較する。
【００３３】
ここで、「Ａ速」と「Ｂ速」は、循環ファン２４の回転により吸気口２３から吸入される
浴室内の空気によって、室温サーミスタ２９により浴室内の温度を検出することができる
風量を生じさせる下限回転数よりも高い回転数に設定されている。そのため、「Ａ速」又
は「Ｂ速」で循環ファン２４が回転しているときは、コントローラ２０は、室温サーミス
タ２９により浴室の温度を常に検知することができる。
【００３４】
一方、「Ｃ速」（本発明の低速回転数に相当する）は上記下限回転数よりも低く設定され
ているため、「Ｃ速」で循環ファン２４が回転しているときには、コントローラ２０は、
室温サーミスタ２９により浴室内の温度を検知することができない。
【００３５】
（ｂ）のグラフでは、時刻ｔ 1 3における室温サーミスタ２９の検出温度が目標温度（Ｔａ
）を越えている。そして、これは、時刻ｔ 1 2で循環ファン２４の速数を「Ｂ速」に下げて
も、目標温度（Ｔｓ）に対して、浴室暖房装置１から浴室内に供給される熱量が多過ぎる
ことを意味している。そこで、コントローラ２０は、時刻ｔ 1 3で循環ファン２４の速数を
さらに「Ｃ速」まで下げて浴室内に供給される熱量を減少させ、浴室内の温度が目標温度
（Ｔｓ）を超えて上昇することを抑制している。
【００３６】
また、コントローラ２０は、このように、循環ファン２４の回転数を「Ａ速」から「Ｂ速
」、「Ｃ速」と予め定められた時間間隔をもって段階的に下げることによって、浴室暖房
装置１から浴室内に供給される温風の風量が急に減少して入浴者が冷風感を感じることを
防止している。
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【００３７】
しかし、このように、循環ファン２４の速数を「Ｃ速」に下げると、コントローラ２０は
室温サーミスタ２９により浴室の温度を検知することができなくなる。そこで、コントロ
ーラ２０は、予め定められた時間Ｘ 1（本発明の所定時間に相当する）が経過した時刻ｔ 1

4で、循環ファン２４の速数を室温サーミスタ２９により浴室の温度を検知することが可
能な「Ｂ速」に上げる。
【００３８】
そして、吸気口２３から吸入される空気の流量が安定する時刻ｔ 1 5で、コントローラ２０
は、室温サーミスタ２９の検出温度と目標温度（Ｔｓ）を比較する。（ｂ）のグラフでは
、時刻ｔ 1 5における検出温度が目標温度（Ｔｓ）－２℃よりも低いので、コントローラ２
０は、図中▲１▼で示したように循環ファン２４の速数を「Ａ速」に上げ、室温サーミス
タ２９の検出温度が目標温度（Ｔｓ）を超えた時刻ｔ 1 6で、循環ファン２４の速数を「Ｂ
速」に下げる。
【００３９】
一方、時刻ｔ 1 5における室温サーミスタ２９の検出温度が目標温度（Ｔｓ）－２℃以上で
目標温度（Ｔｓ）以下であった場合は、コントローラ２０は、図中▲２▼で示したように
循環ファン２４の速数を「Ｂ速」に維持する。そして、コントローラ２０は、その後、室
温サーミスタ２９の検出温度が目標温度（Ｔｓ）を超えたときは循環ファン２４の速数を
「Ｃ速」に下げ、室温サーミスタ２９の検出温度が目標温度（Ｔｓ）－２℃よりも低くな
ったときには循環ファン２４の速数を「Ａ速」に上げる。
【００４０】
また、時刻ｔ 1 5における室温サーミスタ２９の検出温度が目標温度（Ｔｓ）よりも高かっ
たとき、すなわち、時間Ｘ 1の間、循環ファン２４の速数を「Ｃ速」に下げても室温サー
ミスタ２９の検出温度が目標温度（Ｔｓ）を超えていたときには、コントローラ２０は、
図中▲３▼に示したように循環ファン２４の速数を再び「Ｃ速］に下げて時間Ｘ 1の経過
を待つ。
【００４１】
そして、コントローラ２０は、室温サーミスタ２９の検出温度が目標温度（Ｔｓ）以下と
なるまで、循環ファン２４の速数を「Ｃ速」で時間Ｘ 1の間回転させ、時間Ｘ 1の経過時に
循環ファン２４の速数を「Ｂ速」に上げて室温サーミスタ２９の検出温度が目標温度（Ｔ
ｓ）以下となったか否かを確認する処理を繰り返す。
【００４２】
以上説明したように、コントローラ２０は、循環ファン２４の速数を「Ｂ速」に下げても
、室温サーミスタ２９の検出温度が目標温度（Ｔｓ）を超えるときには、循環ファン２４
の速数を「Ｃ速」まで下げて浴室内に供給される熱量をさらに減少させる。そして、これ
により、例えば、浴室暖房装置１の暖房能力に対して浴室が狭い場合や外気温と目標温度
（Ｔｓ）との差が小さい場合であっても、コントローラ２０は、浴室の温度を目標温度（
Ｔｓ）の付近に保って暖房運転を実行することができる。
【００４３】
なお、本第１の態様では、時刻ｔ 1 5で室温サーミスタ２９の検出温度が目標温度（Ｔｓ）
を超えていたときに、循環ファン２４の速数を再び「Ｃ速」に下げたが、図３の（ａ）の
▲４▼に示したように、「Ｃ速」よりもさらに低い回転数で循環ファン２４を回転させる
ようにしてもよい。これにより、循環ファン２４の速数を「Ｃ速」まで下げてもなお浴室
内に供給される熱量が多過ぎる場合に、浴室内に供給される熱量をさらに減少させて浴室
内の温度の上昇を抑制することができる。そして、室温サーミスタ２９の検出温度が目標
温度（Ｔｓ）以下となるまで、このように、循環ファン２４の回転数を次第に下げること
によって、浴室内の温度を目標温度（Ｔｓ）以下まで確実に低下させることができる。
【００４４】
また、「Ｂ速」から「Ｃ速」まで、或いは「Ｃ速」から「Ｃよりも低い回転数」まで、循
環ファン２４の回転数を低下させるときに、所定の時間間隔をもって段階的に循環ファン
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２４の回転数を低下させるようにしてもよい。これにより、浴室暖房装置１から浴室内に
供給される温風の風量が急に減少して、入浴者が冷風感を感じることを防止することがで
きる。
【００４５】
次に、図４を参照して、コントローラ２０による暖房運転の第２の態様について説明する
。本第２の形態においては、コントローラ２０は循環ファン２４を停止して暖房運転を実
行する。
【００４６】
図４の（ｃ）は循環ファン２４の速数が切換わる様子を示したグラフであり、縦軸が循環
ファン２４の速数（Ｎ）、横軸が時間（ｔ）に設定されている。また、図４の（ｄ）は浴
室の温度の変化を示したグラフであり、縦軸が浴室の温度（Ｔ）、横軸が時間（ｔ）に設
定されている。なお、（ｃ）と（ｄ）の時間軸は共通である。
【００４７】
コントローラ２０は、上述した第１の態様と同様に、温水サーミスタ２８の検出温度が所
定レベル以上となった時刻ｔ 2 1で、循環ファン２４を最速の「Ａ速」で「回転」させて暖
房運転を開始し、室温サーミスタ２９の検出温度が目標温度（Ｔｓ）を超えた時刻ｔ 2 2で
、循環ファン２４の速数を「Ａ速」から「Ｂ速」に低下させる。
【００４８】
続いて、コントローラ２０は、予め定められた時間（ｔ 2 2～ｔ 2 3）、循環ファン２４を「
Ｂ速」で回転させ、該時間が経過した時刻ｔ 2 3で室温サーミスタ２９の検出温度と目標温
度（Ｔｓ）とを比較する。そして、時刻ｔ 2 3で、室温サーミスタ２９の検出温度が目標温
度（Ｔｓ）を超えているため、コントローラ２０は、循環ファン２４の速数を「Ｂ速」か
ら「Ｃ速」に低下させて時間Ｘ 2の間、循環ファン２４を「Ｃ速」で回転させる。
【００４９】
そして、時間Ｘ 2が経過した時刻ｔ 2 4からｔ 2 5までの時間Ｘ 3の間、コントローラ２０は循
環ファン２４を停止する。これにより、コントローラ２０は、浴室の温度が上昇すること
をさらに抑制している。続いて、コントローラ２０は、時刻ｔ 2 5で循環ファン２４の速数
を「Ｃ速」に上げ、時刻ｔ 2 5から時間Ｘ 4が経過した時刻ｔ 2 6で循環ファン２４の速数を
「Ｂ速」に上げる。なお、時刻ｔ 2 3～ｔ 2 6の間は、循環ファン２４の回転数が上記下限回
転数よりも低くなるため、室温サーミスタ２９により浴室の温度を検出することができな
い。また、時間Ｘ 2とＸ 3とＸ 4の合計時間が本発明の所定時間に相当する。
【００５０】
そして、コントローラ２０は、吸気口２３から吸入される空気の流量が安定する時刻ｔ 2 7

で、室温サーミスタ２９の検出温度と目標温度（Ｔｓ）を比較する。（ｄ）のグラフでは
、時刻ｔ 2 7における室温サーミスタ２９の検出温度が目標温度（Ｔｓ）－２℃よりも低い
ので、コントローラ２０は、図中▲５▼で示したように循環ファン２４の速数を「Ａ速」
に上げ、室温サーミスタ２９の検出温度が目標温度（Ｔｓ）を超えた時刻ｔ 2 8で、循環フ
ァン２４の速数を「Ｂ速」に下げる。
【００５１】
一方、時刻ｔ 2 7における室温サーミスタ２９の検出温度が目標温度（Ｔｓ）－２℃以上で
目標温度（Ｔｓ）以下であった場合は、コントローラ２０は、図中▲６▼で示したように
循環ファン２４の速数を「Ｂ速」に維持する。そして、コントローラ２０は、その後、室
温サーミスタ２９の検出温度が目標温度（Ｔｓ）を超えたときは循環ファン２４の速数を
「Ｃ速」に下げ、室温サーミスタ２９の検出温度が目標温度－２℃よりも低くなったとき
には循環ファン２４の速数を「Ａ速」に上げる。
【００５２】
また、時刻ｔ 2 7における室温サーミスタ２９の検出温度が目標温度（Ｔｓ）よりも高かっ
たとき、すなわち、時間Ｘ 2の間、循環ファン２４の速数を「Ｃ速」とし、さらに時間Ｘ 3

の間、循環ファン２４を停止しても、室温サーミスタ２９の検出温度が目標温度（Ｔｓ）
を超えていたときには、コントローラ２０は、図中▲７▼に示したように再度循環ファン
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２４の速数を「Ｃ速」に下げる。そして、時間Ｘ 2が経過した時刻ｔ 2 8で、コントローラ
２０は循環ファン２４を停止する。
【００５３】
そして、コントローラ２０は、室温サーミスタ２９の検出温度が目標温度（Ｔｓ）以下と
なるまで、循環ファン２４を「Ｃ速」で時間Ｘ 2の間回転させた後に時間Ｘ 3の間停止し、
時間Ｘ 3の経過時に循環ファン２４を「Ｃ速」で時間Ｘ 4の間回転させて「Ｂ速」に上げて
、室温サーミスタ２９の検出温度が目標温度（Ｔｓ）以下となったか否かを確認する処理
を繰り返す。
【００５４】
このように、コントローラ２０は、循環ファン２４の速数を「Ｃ速」に下げても室温サー
ミスタ２９の検出温度が目標温度（Ｔｓ）を超えると想定されるときには、循環ファン２
４を停止して浴室への温風の送出を停止する。これにより、浴室の温度が下がり難い場合
であっても浴室の温度を目標温度（Ｔｓ）以下まで確実に低下させることができる。
【００５５】
なお、本第２の態様においても、「Ｂ速」から「Ｃ速」、或いは「Ｃ速」から「停止」ま
で循環ファン２４の回転数を低下させるときに、所定の時間間隔をもって段階的に循環フ
ァン２４の回転数を低下させるようにしてもよい。
【００５６】
また、本実施の形態では、上記下限回転数以下の「Ｃ速」を上記表（２）に示したように
、予め定められた固定値としたが、暖房運転開始時の室温サーミスタ２９の検出温度の上
昇度合が大きいほど、「Ｃ速」の回転数を低くするようにしてもよい。この場合、暖房運
転開始時の室温サーミスタ２９の検出温度の上昇度合は浴室が狭いほど大きくなるため、
一旦上昇した浴室内の温度が下がり難い状況にあるときに、「Ｃ速」の回転数をより低く
設定して浴室内の温度を下げる効果を高めることができる。
【００５７】
また、本実施の形態においては、循環ファン２４を上記下限回転数以下の「Ｃ速」で回転
させる時間Ｘ 1，Ｘ 2と、循環ファン２４を停止させる時間Ｘ 3を予め定められた固定値と
したが、該時間Ｘ 1，Ｘ 2，Ｘ 3を暖房運転開始時の室温サーミスタ２９の検出温度の上昇
度合が大きいほど長く設定し、浴室内に供給する熱量を減少させる時間を長くして浴室内
の温度を低下させる効果を高めるようにしてもよい。
【００５８】
また、本実施の形態では、暖房運転において循環ファン２４の速数をＡ，Ｂ，Ｃの３段階
で切換えたが、さらに多くの段階に切換えるようにしてもよい。
【図面の簡単な説明】
【図１】浴室暖房装置の設置状態を示した図。
【図２】図１に示した浴室暖房装置の全体構成図。
【図３】暖房運転時における循環ファンの速数の切換えと浴室の温度の推移を示したグラ
フ。
【図４】暖房運転時における循環ファンの速数の切換えと浴室の温度の推移を示したグラ
フ。
【符号の説明】
１…浴室暖房装置、３…浴室、６…熱源機、９…中間ダクト、１１…リモコン、２０…コ
ントローラ、２１…熱交換器、２２…熱動弁、２４…循環ファン、２８…温水サーミスタ
、２９…室温サーミスタ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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